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＊文書名は原則として『大日本古文書』に従ったが、
と
は一紙に続
39
40
けて書かれているものの、それぞれ常乙足と漢部佐美麻呂の解文なので、別に分け、文書名も分けて付した。いずれも上馬養の裁可記録はあるが返済記録はない。
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なお、写真は宮内庁正倉院事務所編『正倉院古文書影印集成』（八木書店）を用いた。釈文は、東大資料編纂所 大日本 （編年） の釈文を原文の体裁のまま転載した。八木書店・東 資料編纂所には転載許可を頂いた。正倉院事務所には届け出た。いずれも便宜を図っていただき感謝いたします。
本書は、奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程の松尾良樹
教授の授業「中国言語文化構造論」において、松尾教授の指導の下、桑原祐子氏、黒田洋子氏、中川ゆかり氏、田川真千子氏の助言を得て成ったものである。また、清水絢子氏の助力を得た。ここに記して感謝の意を表します。
（二〇〇九年二月九日）
（二〇一三年十二月九日補訂）
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